平成23年12月19日
関　係　各　位
山口医療福祉専門学校・YICリハビリテーション大学校　同窓会
遊心会　会長　金井 和明
遊心会　第5回研修会開催のご案内
　拝啓　時下の候，ますます御健勝のこととお喜び申し上げます．
　さて今般，平成23年度第5回研修会を下記の要領にて開催する運びになりましたので
ご案内申し上げます．
敬具
記
1．内　　容：山口医療福祉専門学校・YICリハビリテーション大学校　同窓会　遊心会　
第5回研修会
2．会　　期：　平成24年2月18日(土)、19日(日)
3．日程およびスケジュール：
2月18日（土）
16：00～18：00　（15：30～ 受付）
理学療法・作業療法共通分野
特別講演１：「脳画像から見たリハビリテーション」
講師　吉尾 雅春先生（千里リハビリテーション病院　副院長　理学療法士）
2月19日（日）
10：00～12：00（9：30～受付）
作業療法分野
特別講演 2：「作業科学と作業療法」
講師　近藤 知子先生（帝京科学大学　医療科学部　作業療法学科　教授　作業療法士）
13：00～15：00（12：30～受付）
理学療法分野
特別講演 3：「高齢者の転倒予防について」　
講師：山田　実先生（京都大学医学部　人間健康科学部　助教　理学療法士）
4．会　　場：専門学校YICリハビリテーション大学校
　〒759-0208　宇部市西宇部南4-11-1　TEL：0836-45-1000(代表)
5．参　加　費：会員外（1日のみ：2000円，2日間：3000円）
6．申込方法： E-mailにて事前申し込みが必要です
所属施設名、氏名、連絡先電話番号、職種、参加希望講演名を必ず明記され，
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誠に勝手ながら、本講演は遊心会会員の参加を優先させていただきますので、
受講可能、不可能は2月初旬以降にこちらからメールで連絡致します。
迷惑メール等の設定をされている方は上記アドレスからの受信が可能になるよう、設定の変更をお願い致します。
7．申し込み締め切り：平成24年2月3日（金）（必着）
講演内容
特別講演１
脳画像からみたリハビリテーション
千里リハビリテーション病院　副院長　理学療法士　吉尾　雅春　先生
ニューロリハビリテーションをはじめ、脳障害に対するリハビリテーションのあり方を問われる場面が多くなってきた。それを実際に担っているのは理学療法士であり、作業療法士であり、言語聴覚士である。しかし、社会のその期待に応えるにはセラピストの卒前・卒後教育のシステムは満足できるものではない。セラピストは現象を見ていく仕事であり、画像を見る必要はない、という声も聞く。解剖学的知識をもって画像を見ることができるようになると、脳の中で起こっているシステム障害を検討し、今後の可能性を求めることが可能になってくる。現象からだけでは判断できなかったことにも気づかせてくれる。さらに単に機能的なことだけではなく、長期間経過して人間性を喪失していた患者が人間として復権していく姿を見ることはセラピストとしても最高の喜びになる。決して脳の詳細な知識を問うのではなく、セラピストにとって重要な知識や情報を得て脳に迫っていく。中枢神経障害患者に関わるセラピストに、今求められている姿であろう。
特別講演2
作業科学と作業療法
帝京科学大学　医療科学部　作業療法学科　教授　作業療法士　近藤　知子　先生
　世界作業連盟は、作業療法とは作業を通して健康とwell-beingを促進するクライエント中心の専門職として定義づけ、日本でも作業を基盤とした作業療法が強く唱えられるようになりました。このような流れの中、作業療法士は「作業」の知識を深く・広くもつことが求められています。作業科学は作業的存在としての人を探求する学問であり、そこで生まれる知識は、人はなぜ作業を必要とするのかというような「人・作業・健康」に関する本質的疑問へも応じるものです。誕生から15年足らずですが世界で大きな広がりを見せつつある作業科学をみなさんに知っていただきたいと考えます。
特別講演3
高齢者の転倒予防について
京都大学　医学部　人間健康科学科　助教　理学療法士　山田　実　先生
「高齢者の転倒予防」というフレーズは非常にポピュラーであり、セラピストであれば片手間にできる仕事・・・のようにも思われている。しかし、適切なアプローチを提供して、転倒予防に成功しているラピストはどれほどいるのだろうか？ 本講演では、我々が考案した新たな理論に基づく転倒予防法を説明するとともに、転倒予防の重要性、面白さ、そして難しさについて解説したい。
